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水
産
庁
は
８
月
３１
日
、
平

成
２８
年
度
水
産
予
算
概
算
要

求
の
概
要
を
公
表
し
た
。

水
産
関
係
の
概
算
要
求

は
、
総
額
２
２
３
５
億
３３
百

万
円
で
、
対
前
年
度
比
１６
・

５
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
予
算
に
つ
い
て
は
、

合
計
９
７
７
億
９
百
万
円
と

前
年
度
比
１６
・
３
％
増
を
要

求
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
水

産
基
盤
整
備
は
８
４
０
億
７８

百
万
円
（
「
新
し
い
日
本
の

た
め
の
優
先
課
題
推
進
枠
」

と
し
て
の
要
望
額
１
９
１
億

４５
百
万
円
を
含
む
）
の
１６
・

５
％
増
、
漁
港
海
岸
は
８
億

２０
百
万
円
の
１６
・
５
％
増
、

災
害
復
旧
は
１１
億
１３
百
万
円

の
前
年
と
同
額
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
ほ
か
、
農
山
漁
村
地

域
整
備
交
付
金
（
水
産
関
係

分
）
と
し
て
１
１
６
億
９８
百

万
円
を
要
求
。
ま
た
東
日
本

大
震
災
復
旧
・
復
興
対
策
は
、

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
状
況

を
踏
ま
え
て
、
水
産
関
係
を

含
め
一
括
し
て
復
興
庁
が
引

き
続
き
所
要
の
対
策
を
要
求

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
併
せ

て
水
産
基
盤
、
海
岸
の
整
備

を
実
施
す
る
。

水
産
予
算
概
算
要
求
に
あ

た
っ
て
の
主
要
な
課
題
と
し

て
次
の
検
討
課
題
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

○
浜
プ
ラ
ン
に
よ
る
担
い
手

・
地
域
活
性
化
対
策

○
資
源
管
理
の
推
進
と
漁
業

経
営
の
安
定

○
増
養
殖
対
策

○
水
産
物
の
加
工
・
流
通
・

輸
出
対
策

○
水
産
多
面
的
機
能
の
発
揮

対
策
（
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー

に
よ
る
見
直
し
指
摘
へ
の
対

応
）

○
漁
場
環
境
保
全
等
（
有
明

海
や
瀬
戸
内
海
等
の
漁
場
環

境
の
改
善
等
）

○
捕
鯨
対
策

○
漁
港
・
漁
村
の
防
災
・
減

災
対
策
（
輸
出
戦
略
漁
港
の

衛
生
管
理
、
防
災
・
減
災
力

の
強
化
や
既
存
ス
ト
ッ
ク
の

再
活
用
）

こ
れ
ら
の
対
策
に
必
要
な

事
業
予
算
と
し
て
総
額
２
２

３
５
億
３３
百
万
円
の
概
算
要

求
が
組
ま
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
漁
港
漁
場
整

備
に
密
接
に
関
係
す
る
水
産

基
盤
整
備
事
業
で
は
、
水
産

日
本
の
復
活
の
た
め
、
以
下

の
対
策
に
つ
い
て
重
点
的
に

推
進
す
る
。

〇
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
重

点
を
お
い
た
衛
生
管
理
対
策

（
輸
出
戦
略
漁
港
に
お
け
る

輸
出
重
点
品
目
等
の
品
質
・

衛
生
管
理
対
策
の
推
進
）

〇
海
域
全
体
の
生
産
力
の
底

上
げ
を
目
指
し
た
水
産
資
源

の
回
復
対
策
（
水
産
生
物
の

生
活
史
に
対
応
し
、
資
源
管

理
と
連
携
し
た
漁
場
整
備
や

藻
場
・
干
潟
造
成
等
の
水
産

環
境
整
備
の
推
進
）

〇
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
た

め
、
漁
業
地
域
の
地
震
・
津

波
対
策
及
び
長
寿
命
化
対
策

（
南
海
ト
ラ
フ
等
の
切
迫
し

た
大
規
模
地
震
・
津
波
対
策
、

漁
港
施
設
の
戦
略
的
な
長
寿

命
化
対
策
）

〇
イ
ン
フ
ラ
の
集
約
・
縮
減

に
向
け
た
漁
港
機
能
の
集
約

化
・
再
活
用
（
漁
港
機
能
の

集
約
化
・
再
活
用
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
流
通
構
造
改
革

の
推
進
や
施
設
の
維
持
管
理

・
更
新
費
の
抑
制
）

ま
た
、
こ
れ
ら
の
対
策
を

推
進
す
る
た
め
の
拡
充
事
項

等
は
次
の
通
り
。

〇
水
産
物
流
通
機
能
高
度
化

対
策
事
業
（
拡
充
）

一
層
の
輸
出
促
進
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
水
産
物
の

取
扱
量
が
多
い
流
通
の
拠
点

と
な
る
漁
港
に
限
定
し
て
補

助
対
象
と
し
て
き
た
屋
根
付

き
岸
壁
や
荷
さ
ば
き
所
等
に

つ
い
て
、
輸
出
重
点
品
目
を

取
り
扱
う
生
産
の
拠
点
と
な

る
漁
港
（
輸
出
戦
略
漁
港
）

に
も
対
象
を
拡
大
。

〇
水
産
資
源
を
育
む
水
産
環

境
保
全
・
創
造
事
業
（
統
合

・
拡
充
）

気
候
変
動
に
よ
る
海
域
環

境
の
変
化
に
即
応
し
、
海
域

全
体
で
海
域
特
性
に
応
じ
た

き
め
細
か
い
事
業
展
開
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
磯
焼
け
対
策
事
業
や
豊
か

な
海
を
育
む
総
合
対
策
事
業

等
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
事
業
を
統

合
。
ま
た
、
海
域
環
境
の
変

化
や
対
象
魚
種
の
生
態
の
把

握
、
各
海
域
の
藻
場
・
干
潟

ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
等
を
行
う

調
査
計
画
事
業
を
補
助
対
象

に
追
加
。

〇
イ
ン
フ
ラ
の
集
約
・
縮
減

に
向
け
た
漁
港
機
能
集
約
化

・
再
活
用
推
進
事
業
（
新
規
）

流
通
構
造
改
革
の
推
進
や

施
設
の
維
持
管
理
・
更
新
費

の
増
大
の
抑
制
を
図
る
た

め
、
陸
揚
・
集
出
荷
等
の
漁

港
機
能
の
集
約
化
を
図
る
と

と
も
に
、
空
い
た
既
存
の
漁

港
の
静
穏
水
域
に
つ
い
て
増

養
殖
の
場
と
し
て
活
用
す
る

な
ど
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
再

活
用
を
推
進
。

ま
た
、
海
岸
事
業
で
は
海

岸
省
庁
共
同
要
求
と
し
て
、

老
朽
化
対
策
と
合
わ
せ
た
水

門
・
陸
閘
等
の
集
約
化
を
推

進
す
る
た
め
、
農
産
漁
村
地

域
整
備
交
付
金
、
防
災
・
安

全
交
付
金
等
の
制
度
拡
充
を

図
る
こ
と
と
し
、
集
約
化
後

の
施
設
の
効
率
的
か
つ
迅
速

な
管
理
制
御
を
図
る
た
め
、

「
海
岸
堤
防
等
老
朽
化
対
策

緊
急
事
業
」
の
交
付
対
象
に

遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
の
更
新

に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る

こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

漁
港
漁
場
整
備
部
関
係
の

非
公
共
事
業
で
は
、
離
島
漁

業
再
生
支
援
交
付
金
の
第
３

期
対
策
（
平
成
２７
～
３１
年
度
）

と
し
て
１２
億
円
を
要
求
し
、

浜
の
担
い
手
・
地
域
活
性
化

対
策
と
し
て
、
浜
の
活
力
再

生
プ
ラ
ン
等
支
援
事
業
、
新

規
漁
業
就
業
者
総
合
支
援
事

業
等
１５
億
円
が
要
求
さ
れ
、

水
産
多
面
的
機
能
の
発
揮
対

策
と
し
て
は
第
２
期
対
策
と

し
て
３０
億
円
が
、
ま
た
、
強

い
水
産
業
づ
く
り
交
付
金
に

つ
い
て
は
８０
億
円
を
拡
充
要

求
し
て
い
る
。
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水
産
基
盤
整
備
予
算
の

平
成
２８
年
度
概
算
要
求
に

つ
い
て
は
、
「
新
し
い
日

本
の
た
め
の
優
先
課
題
推

進
枠
」
と
し
て
の
要
望
を

含
み
、
８
４
０
億
７
千
８

百
万
円
（
対
前
年
比
１
１

６
・
５
％
）
を
要
求
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
、
農
山

漁
村
地
域
整
備
交
付
金
の

水
産
関
係
分
、
漁
港
海
岸

及
び
災
害
復
旧
の
予
算
を

加
え
た
水
産
関
係
公
共
全

体
の
概
算
要
求
額
は
９
７

７
億
９
百
万
円
（
対
前
年

比
１
１
６
・
３
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
復
興
対
策

（
復
興
庁
計
上
分
）
に
関

す
る
予
算
要
求
が
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

会
計
に
お
い
て
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
２８
年
度
概
算
要

求
に
盛
り
込
ん
だ
主
な
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。第

１
は
、
水
産
物
の
輸

出
促
進
に
重
点
を
お
い
た

衛
生
管
理
対
策
で
す
。
輸

出
の
促
進
や
国
内
市
場
の

競
争
力
強
化
を
図
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
、
流
通
拠

点
漁
港
に
お
い
て
、
高
度

衛
生
管
理
型
漁
港
の
整
備

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
輸
出
重
点
品
目

（
ブ
リ
、
サ
ケ
、
ホ
タ
テ

等
）
を
一
定
量
以
上
水
揚

げ
す
る
漁
港
も
併
せ
て
輸

出
戦
略
漁
港
と
位
置
づ

け
、
屋
根
付
き
岸
壁
等
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

漁
港
を
核
と
し
た
輸
出
戦

略
や
施
設
配
置
計
画
等
の

事
前
調
査
を
支
援
で
き
る

よ
う
拡
充
要
求
を
行
い
ま

す
。第

２
は
、
海
域
全
体
の

生
産
力
の
向
上
を
目
指
し

た
水
産
資
源
の
回
復
対
策

で
す
。
こ
れ
ま
で
、
磯
焼

け
対
策
緊
急
整
備
事
業
、

豊
か
な
海
を
育
む
総
合
対

策
事
業
等
に
お

い
て
、
ハ
ー
ド

整
備
後
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
や
効

果
発
現
促
進
事

業
な
ど
ソ
フ
ト
対
策
を
一

体
的
に
支
援
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
を
統
合
し

て
使
い
勝
手
の
よ
い
事
業

と
す
る
と
と
も
に
、
海
域

環
境
の
変
化
等
漁
場
整
備

計
画
の
策
定
に
必
要
な
調

査
計
画
事
業
を
追
加
し
、

よ
り
効
果
的
な
漁
場
整
備

が
実
施
で
き
る
よ
う
拡
充

要
求
を
行
い
ま
す
。

第
３
は
、
国
土
強
靱
化

に
資
す
る
た
め
、
漁
業
地

域
の
地
震
・
津
波
対
策
及

び
長
寿
命
化
対
策
で
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波

等
に
対
す
る
施
設
の
機
能

診
断
や
長
寿
命
化
の
た
め

の
保
全
計
画
の
策
定
が
進

ん
で
お
り
、
対
策
を
加
速

化
し
ま
す
。

第
４
は
、
イ
ン
フ
ラ
の

集
約
・
縮
減
に
向
け
た
漁

港
機
能
の
集
約
化
・
再
活

用
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
漁

港
利
用
上
一
体
性
の
あ
る

地
域
に
お
い
て
、
拠
点
漁

港
へ
の
機
能
集
約
な
ど
漁

港
の
役
割
分
担
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
人
口
減
少
や

港
勢
の
変
化
等
に
対
応

し
、
流
通
構
造
改
革
の
推

進
や
施
設
の
維
持
管
理
・

更
新
費
の
抑
制
を
図
る
た

め
、
さ
ら
な
る
機
能
分
担

・
再
編
を
進
め
る
と
と
も

に
、
余
裕
が
で
き
た
漁
港

の
静
穏
水
域
に
つ
い
て
は

増
養
殖
の
場
等
に
再
活
用

す
る
な
ど
、
柔
軟
に
必
要

な
施
設
の
整
備
や
改
良
等

を
行
え
る
よ
う
新
た
な
事

業
を
創
設
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２８
年
度
か

ら
の
「
復
興
・
創
生
期
間
」

に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
の
復
興
に
つ
い

て
は
、
災
害
復
旧
事
業
と

一
体
と
な
っ
て
、
被
災
し

た
拠
点
漁
港
の
流
通
・
防

災
機
能
の
強
化
、
漁
港
の

地
盤
沈
下
対
策
、
漁
場
の

生
産
力
の
回
復
の
た
め
の

整
備
を
一
層
推
進
し
ま

す
。今

後
と
も
、
我
が
国
水

産
業
と
漁
村
の
発
展
の
た

め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備

に
必
要
な
予
算
の
確
保
と

制
度
の
充
実
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
全
国
の
関
係
者
の

皆
様
方
と
力
を
合
わ
せ
て

努
力
し
て
参
る
所
存
で
す

の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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平
成
２８
年
度
水
産
基
盤
整
備
予
算
概
算
要
求

前
年
度
比

１６
・
５
％
増
の
８
４
１
億
円

漁港機能集約化・
再活用推進事業

水産物流通機能
高度化対策な

ど

平平 成成
２２８８年年度度

水水
産産
基基
盤盤
予予
算算
概概
算算
要要
求求
にに
つつ
いい
てて

拡
充

新
規

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長

�
吉
晋
吾

漁 港 漁 場 月 報
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
８

月
２８
日
（
金
）午
前
８
時
３０
分

か
ら
自
民
党
本
部
７
０
１
号

室
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

平
成
２８
年
度
水
産
基
盤
整
備

事
業
関
係
予
算
概
算
要
求
等

に
つ
い
て
、
中
川
郁
子
農
林

水
産
大
臣
政
務
官
、
�
吉
晋

吾
漁
港
漁
場
整
備
部
長
ら
水

産
庁
幹
部
及
び
関
係
団
体
を

招
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

同
議
連
事
務
局
長
の
青
木

一
彦
参
議
院
議
員
の
司
会
で

会
議
が
進
め
ら
れ
、
最
初
に

衛
藤
征
士
郎
会
長
が
、
「
我

が
国
の
水
産
業
、
漁
村
は
、

水
産
資
源
の
減
少
、
魚
価
の

低
迷
、
漁
業
者
の
減
少
・
高

齢
化
、
漁
船
や
漁
港
施
設
の

老
朽
化
な
ど
の
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
あ
っ
て
、「
水
産
日

本
の
復
活
」、「
国
土
強
靱
化
」

及
び
「
地
方
創
生
」の
実
現
の

た
め
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
特

に
水
産
基
盤
整
備
事
業
に
お

い
て
は
、
消
費
・
輸
出
の
拡

大
に
向
け
た
高
度
衛
生
管
理

型
漁
港
の
整
備
、
海
域
全
体

の
生
産
力
を
底
上
げ
す
る
た

め
の
水
産
環
境
整
備
、
南
海

ト
ラ
フ
を
始
め
と
し
た
大
規

模
な
地
震
・
津
波
に
対
し
て

災
害
に
強
い
漁
業
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
漁
港

施
設
の
地
震
・
津
波
対
策
や

長
寿
命
化
対
策
の
推
進
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

本
日
は
、
水
産
基
盤
整
備

に
係
る
平
成
２８
年
度
予
算
の

概
算
要
求
等
に
つ
い
て
、
水

産
庁
か
ら
説
明
い
た
だ
く

が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
課

題
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
２７
年
度
予
算
を
大

幅
に
上
回
る
要
求
と
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
来
年
度

予
算
に
つ
い
て
は
、
国
の
財

政
状
況
か
ら
大
変
厳
し
い
も

の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
本
議
連
と
し
て
は
、
諸

先
生
と
一
致
結
束
し
て
満
額

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
中
川
郁
子
農
林
水

産
大
臣
政
務
官
か
ら
、
「
水

産
日
本
の
復
活
を
め
ざ
し
、

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
作

成
等
に
よ
り
漁
業
構
造
の
改

革
や
収
入
安
定
対
策
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ

フ
の
地
震
津
波
に
備
え
、
国

土
強
靱
化
を
図
る
こ
と
が
政

府
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
２８
年
度
の
概
算
要
求
に

お
い
て
は
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
水
産
庁
の
�
吉
漁
港

漁
場
整
備
部
長
が
、
平
成
２８

年
度
水
産
基
盤
整
備
概
算
要

求
額
は
前
年
比
１６
・
５
％
増

（
８
４
０
億
７８
百
万
円
）
と

な
っ
て
お
り
、
重
点
的
な
取

組
と
し
て
は
、
①
水
産
物
の

輸
出
促
進
に
重
点
を
お
い
た

衛
生
管
理
対
策
と
し
て
輸
出

戦
略
漁
港
に
お
け
る
輸
出
重

点
品
目
等
の
品
質
・
衛
生
管

理
対
策
の
推
進
、
②
海
域
全

体
の
生
産
力
の
底
上
げ
を
目

指
し
た
水
産
資
源
の
回
復
対

策
と
し
て
水
産
環
境
整
備
の

推
進
、
③
国
土
強
靱
化
に
資

す
る
た
め
、
漁
港
地
域
の
地

震
・
津
波
対
策
及
び
長
寿
命

化
対
策
の
推
進
、
④
イ
ン
フ

ラ
の
集
約
・
縮
減
に
向
け
、

漁
港
機
能
の
集
約
化
・
再
活

用
を
行
い
、
流
通
構
造
改
革

の
推
進
や
施
設
の
維
持
・
更

新
費
の
抑
制
を
図
る
た
め
、

「
イ
ン
フ
ラ
の
集
約
・
縮
減

に
向
け
た
漁
港
機
能
集
約
化

・
再
活
用
推
進
事
業
」
を
創

設
す
る
と
説
明
。

こ
の
う
ち
拡
充
又
は
統
合

事
項
と
し
て
、水
産
物
流
通
機

能
高
度
化
対
策
事
業
、
水
産

資
源
を
育
む
水
産
環
境
保
全

・
創
造
事
業
に
つ
い
て
説
明
。

ま
た
、
水
産
基
盤
整
備
の

効
果
事
例
と
し
て
以
下
の
事

例
を
説
明
。

・
高
度
衛
生
管
理
型
漁
港
（
鹿

児
島
県
阿
久
根
地
区
・
愛
媛

県
八
幡
浜
地
区
）

・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備

事
業
（
日
本
海
西
部
地
区
）

・
漁
場
整
備
（
青
森
県
三
八

地
区
）

・
漁
港
施
設
の
地
震
・
津
波

対
策
（
高
知
県
室
戸
岬
漁
港
）

・
高
潮
対
策
（
秋
田
県
金
浦

地
区
）

・
長
寿
命
化
対
策
（
愛
知
県

形
原
地
区
・
北
海
道
沼
尻
地
区
）

そ
の
後
の
意
見
交
換
で

は
、
出
席
し
た
議
員
か
ら
、

「
衛
生
管
理
対
策
は
重
要
で

あ
る
。
施
設
整
備
に
省
力
化

対
策
も
セ
ッ
ト
で
検
討
す
べ

き
。
ハ
サ
ッ
プ
導
入
の
た
め

に
は
施
設
整
備
に
加
え
て
、

ソ
フ
ト
対
策
に
よ
る
人
を
育

て
て
い
く
こ
と
も
重
要
」
、

「
漁
港
の
機
能
の
集
約
化
に

つ
い
て
は
や
む
を
得
な
い
と

思
う
が
、
地
域
の
声
を
尊
重

し
な
が
ら
将
来
を
見
据
え
て

上
手
に
や
る
べ
き
」
「
瀬
戸

内
海
全
体
の
水
産
資
源
回
復

の
た
め
、
藻
場
干
潟
の
造
成

や
種
苗
放
流
等
の
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
水
産
資
源
減

少
の
原
因
究
明
に
努
め
る
べ

き
」、
「
長
寿
命
化
対
策
は
漁

港
施
設
の
維
持
管
理
費
の
軽

減
に
つ
な
が
り
効
果
的
で
あ

り
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
」、

「
有
明
海
の
貝
類
が
減
少
し

て
い
る
。
干
潟
の
再
生
等
に

よ
る
資
源
回
復
に
努
め
る
べ

き
」
等
の
意
見
、
要
望
が
出

さ
れ
た
。

ま
た
、
水
産
関
係
団
体
を

代
表
し
本
会
橋
本
牧
会
長

が
、
議
連
の
先
生
方
へ
の
謝

辞
と
２８
年
度
水
産
基
盤
予
算

概
算
要
求
額
の
確
保
に
つ
い

て
要
請
し
た
。

続
い
て
、
青
木
事
務
局
長

か
ら
、
議
連
の
現
地
視
察
に

つ
い
て
の
工
程
表
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
多
数
の
会
員

の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と

の
要
請
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
衛
藤
会
長
が
、

「
先
生
方
や
団
体
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
、
概
算
要
求
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
。
来
年
度
予

算
要
求
は
非
常
に
厳
し
い
。

役
所
と
議
連
や
党
の
部
会
が

一
体
と
な
り
、
『
降
り
な
い

議
連
』
と
し
て
概
算
要
求
の

満
額
確
保
に
向
け
、
最
後
ま

で
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
」
と
述
べ
て
締

め
括
っ
た
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員

は
、
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】

衛
藤
征
士
郎
、
赤
澤
亮
生
、

岩
田
和
親
、
勝
俣
孝
明
、
金

子
恭
之
、
金
子
万
寿
夫
、
金

田
勝
年
、川
村
建
夫
、神
田
憲

次
、
木
村
太
郎
、
北
村
茂
男
、

北
村
誠
吾
、瀬
戸
隆
一
、高
鳥

修
一
、
武
井
俊
輔
、
谷
公
一
、

津
島
淳
、中
川
郁
子
、中
村
裕

之
、
根
本
幸
典
、
野
田
毅
、
藤

丸
敏
、
宮
内
秀
樹
、
宮
腰
光

寛
、
宮
澤
博
行
、
宮
路
拓
馬
、

森
英
介
、吉
野
正
芳

【
参
議
院
】

青
木
一
彦
、石
井
正
弘
、猪
口

邦
子
、
江
島
潔
、
金
子
原
二

郎
、
島
田
三
郎
、
滝
波
宏
文
、

堂
故
茂
、
長
峯
誠
、
三
木
亨
、

山
下
雄
平
、山
田
修
路

代
理
出
席
は
４２
名
。

平
年
２７
度
北
日
本
地
区
漁

港
漁
場
協
議
会
が
、
７
月
１４

日
午
後
２
時
３０
分
か
ら
新
潟

県
村
上
市
の
瀬
波
温
泉
「
大

観
荘
」
に
お
い
て
、
秋
田
、

山
形
、
新
潟
、
富
山
、
石
川

の
５
県
の
ほ
か
水
産
庁
、
全

国
協
会
か
ら
漁
港
漁
場
関
係

者
約
４０
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。

冒
頭
、
小
田
政
市
（
公
社
）

新
潟
県
水
産
振
興
協
会
会
長

理
事
（
新
潟
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）

の
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
の
中

津
達
也
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
防
災
漁
村
課
長
、
橋
本

牧
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
、
渡
辺
博
英
新
潟

県
農
林
水
産
部
副
部
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

新
潟
県
水
振
協
の
小
田
会

長
理
事
を
議
長
に
議
事
に
入

り
、
平
成
２８
年
予
算
編
成
等

に
対
す
る
要
請
活
動
に
向
け

て
第
６６
回
全
国
漁
港
漁
場
大

会
に
提
出
す
る
議
題
に
つ
い

て
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
４

号
議
案
ま
で
の
各
提
案
県
の

代
表
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

の
後
審
議
し
、
い
ず
れ
も
提

案
議
題
ど
お
り
に
す
る
こ
と

を
満
場
一
致
で
決
議
し
た
。

［
第
１
号
議
案
］

水
産
物
の
安
定
供
給
お
よ

び
水
産
業
の
健
全
な
発
展
を

目
指
し
た
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
の
着
実
な
推
進

（
提
案
理
由
説
明

富
山
県

漁
港
漁
場
協
会
）

［
第
２
号
議
案
］

漁
村
の
人
々
の
財
産
を
守

る
漁
港
、
漁
村
お
よ
び
海
岸

整
備
の
促
進
と
平
成
２８
年
度

事
業
の
円
滑
な
推
進

（
提
案
理
由
説
明

石
川
県

漁
港
漁
場
協
会
）

［
第
３
号
議
案
］

水
産
資
源
の
回
復
や
生
産

力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
漁

場
整
備
の
促
進
と
平
成
２８
年

度
事
業
の
円
滑
な
推
進

（
提
案
理
由
説
明

秋
田
県

漁
港
漁
場
協
会
）

［
第
４
号
議
案
］

安
全
・
安
心
な
水
産
物
の

安
定
供
給
を
支
え
る
漁
港
整

備
の
促
進
と
平
成
２８
年
度
事

業
の
円
滑
な
推
進

（
提
案
理
由
説
明

山
形
県

漁
港
漁
場
協
会
）

続
い
て
、
北
日
本
地
区
の

各
協
会
の
総
意
を
示
す
た
め

の
決
議
文
が
諮
ら
れ
、
土
屋

貞
男
（
公
社
）
新
潟
県
水
産

振
興
協
会
専
務
理
事
が
朗
読

し
た
案
文
が
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
次
年
度
の
当
協
議

会
開
催
県
が
富
山
県
と
決
定

さ
れ
、
堀
内
康
男
富
山
県
漁

港
漁
場
協
会
会
長
（
黒
部
市

長
）
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
行

わ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
中
津
達
也

水
産
庁
防
災
漁
村
課
長
よ

り
、
「
漁
港
漁
場
整
備
と
「
浜

プ
ラ
ン
」推
進
に
つ
い
て
」と

題
し
て
講
演
が
な
さ
れ
、
漁

港
整
備
の
課
題
や
「
浜
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
事

例
を
踏
ま
え
説
明
が
な
さ
れ

た
。ま

た
、
佐
藤
敦
新
潟
県
農

林
水
産
部
漁
港
課
長
か
ら

「
新
潟
県
の
水
産
業
と
漁
港
」

の
話
題
提
供
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
度
の
協
議
会
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
水
産
業
の

現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
自

ら
が
創
意
工
夫
に
努
め
る
ほ

か
、
関
係
者
が
問
題
意
識
を

共
有
し
連
携
し
て
国
会
や
関

係
省
庁
へ
働
き
か
け
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て

確
認
す
る
有
益
な
場
と
な
っ

た
。

�������	
� ��


漁漁
港港
漁漁
場場
漁漁
村村
整整
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時時
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会会

平
成
２８
年
度
概
算
要
求
等
を
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時
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会
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港
漁
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を
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催
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潟
県
村
上
市
で
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佐
賀
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
坂
井
俊
之
唐
津

市
長
）
は
、
８
月
２４
日
（
月
）

に
佐
賀
市
の
「
マ
リ
ト
ピ

ア
」
に
お
い
て
、
平
成
２７
年

度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

坂
井
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
橋
本
牧
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
、

大
串
博
志
衆
議
院
議
員
、

古
川
康
衆
議
院
議
員
及
び

古
賀
俊
光
佐
賀
県
生
産
振

興
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

坂
井
会
長
を
議
長
と
し

て
議
事
に
入
り
、
平
成
２６

年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
（
案
）
及
び
剰
余
金
処

分
（
案
）、
平
成
２７
年
度
事

業
計
画
（
案
）
、
収
支
予
算

（
案
）
及
び
会
費
（
案
）

の
各
議
案
を
原
案
ど
お
り

承
認
し
た
。

ま
た
、
役
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、

坂
井
俊
之
会
長
、
秀
島
敏

行
副
会
長
（
佐
賀
市
長
）

及
び
岸
本
英
雄
副
会
長
（
玄

海
町
長
）が
再
任
さ
れ
た
。

（
一
社
）
大
分
県
漁
港
漁
場

協
会
（
会
長
・
藤
本
昭
夫
姫
島

村
長
）
は
、
９
月
３
日
午
前
１０

時
３０
分
か
ら
大
分
市
の
「
大
分

県
水
産
会
館
」
に
お
い
て
、
平

成
２７
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し

た
。

藤
本
会
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
吉
塚
靖
浩
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
課
長
が
来
賓
祝
辞
を
行

い
、
続
い
て
尾
野
賢
治
大
分
県

農
林
水
産
部
長
（
代
理
・
本
庄

新
農
林
水
産
部
審
議
監
）
、
橋

本
牧
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
が
来

賓
祝
辞
を
述
べ

た
。北

村
昭
雄
姫

島
地
区
漁
港
漁

場
整
備
協
力
会

会
長
を
議
長
に

選
出
し
て
議
事
に
入
り
、
平
成

２６
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
並
び
に
剰
余
金
処
分
案
、
平

成
２７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
並
び
に
会
費
案
、
定
款
の

一
部
改
正
案
等
を
提
案
通
り
承

認
し
た
。

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会
（
会

長
・
野
村
興
兒
・
萩
市
長
）

は
、
７
月
１３
日
（
月
）
、
山
口

市
内
の
「
翠
山
荘
」
に
お
い

て
、
平
成
２７
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

野
村
興
兒
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
長
（
代
理
・
中
村
隆
計

画
課
課
長
補
佐
）
、
中
島
均

山
口
県
農
林
水
産
部
理
事
、

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協

会
長
（
代
理
・
宇
賀
神
義
宣

理
事
）
か
ら
来
賓
挨
拶
を
頂

い
た
。
続
い
て
、
中
村
隆
課

長
補
佐
に
よ
る
「
今
後
の
漁

港
漁
場
整
備
の
課
題
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
た
後
、
野
村
会
長
を
議
長

に
議
事
に
入
り
、
平
成
２６
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
及

び
平
成
２７
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
等
が
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、

野
村
興
兒
会
長
、

木
村
健
一
郎
・
副
会
長
（
周

南
市
長
）
及
び
椎
木
巧
・
副

会
長
（
周
防
大
島
町
長
）
が

再
任
さ
れ
た
。

８
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
改
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

��������	
漁 港 漁 場 月 報

お詫び

佐賀県漁港漁場協会

～坂井会長ら再任～

（
一
社
）
大
分
県
漁
港
漁
場
協
会

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

～
議
案
を
全
て
承
認
～

��
 �����

各各県県総総会会
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第
１４
回
聞
き
書
き
甲
子
園

開
会
式
が
、
平
成
２７
年
８
月

１１
日
（
火
）
、
午
後
２
時
よ

り
東
京
都
庁
・
都
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

従
来
は
名
称
が
「
森
の
聞

き
書
き
」
と
「
海
・
川
の
聞

き
書
き
」
と
で
あ
っ
た
も
の

が
統
合
さ
れ
、
森
・
海
・
川

の
区
分
な
く
「
聞
き
書
き
甲

子
園
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。開

会

式

は
、
聞
き
書

き
甲
子
園
の

卒
業
生
の
司

会
に
よ
り
、

全
国
か
ら
選

ば
れ
た
百
名

の
高
校
生
と

関
係
者
、
一

般
参
加
者
が

一
同
に
会
し

行
わ
れ
、
聞
き
書
き
甲
子
園

の
主
催
者
と
し
て
、
聞
き
書

き
甲
子
園
実
行
委
員
会
を
代

表
し
て
林
野
庁
森
林
整
備
部

本
郷
浩
二
部
長
よ
り
挨
拶
が

行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
、
２
部
構
成
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
第
１
部
は
「
聞
き
書

き
甲
子
園
の
紹
介
・
聞
く
こ

つ
と
は
？
」
と
題
し
て
、
作

家
で
あ
り
聞
き
書
き
甲
子
園

講
師
の
塩
野
米
松
さ
ん
と
聞

き
書
き
甲
子
園
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

で
あ
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
に
今
年
の
参
加

高
校
生
３
名
が
塩
野
氏
を
名

人
と
見
立
て
た
聞
き
書
き
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
高
校
生
は
ぎ
こ
ち
な

い
な
が
ら
も
「
聞
く
こ
つ
」

を
確
認
す
る
た
め
に
模
擬
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

第
２
部
は
「
な
ぜ
、
今
、

聞
き
書
き
か
？
」と
題
し
て
、

聞
き
書
き
甲
子
園
実
行
委
員

会
委
員
長
の
澁
澤
寿
一
氏
か

ら
、
聞
き
書
き
甲
子
園
を
実

施
す
る
こ
と
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
今
回
の
聞
き
書

き
甲
子
園
の
運
営
に
関
わ
る

卒
業
生
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
開
会
式
は
閉
会
と

な
っ
た
。

開
会
式
終
了
後
、
高
校
生

は
３
日
間
の
研
修
を
受
け
る

会
場
へ
と
バ
ス
で
移
動
し
て

い
っ
た
。

２
日
目
か
ら
の
研
修
は
、

聞
き
書
き
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と

め
る
た
め
に
必
要
と
な
る
技

術
を
習
得
す
る
た
め
、
聞
き

書
き
甲
子
園
の
協
賛
企
業
の

方
な
ど
を
名
人
に
見
立
て
て

の
模
擬
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実

施
と
レ
ポ
ー
ト
の
取
り
ま
と

め
、
写
真
の
撮
影
方
法
な
ど

の
研
修
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

「
未
来
の
自
分
や
社
会
に
つ

い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
も
行
わ
れ
た
。

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
及
び
全
国
漁
港
海
岸
防

災
協
会
は
、
９
月
１５
日
午
後

１
時
３０
分
か
ら
全
国
漁
港
漁

場
協
会
会
議
室
に
お
い
て
、

２
０
１
５
漁
港
漁
場
漁
村
海

岸
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

委
員
会
を
開
催
し
た
。

写
真
家
の
高
野
俊
一
氏

（
委
員
長
）
及
び
森
松
夫
氏
、

�
吉
晋
吾
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
長
、
影
山
智
将
（
一

財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研

究
所
理
事
長
、
宇
賀
神
義
宣

（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
橋
本

牧
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
長
６
名
の
審
査
委
員
に

よ
り
、
全
国
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
写
真
３
６
４
点
に
つ
い

て
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
特

選
６
点
、
入
選
５
点
、
佳
作

１０
点
の
入
賞
作
品
候
補

を
選
定
し
た
。

入
賞
作
品
の
発
表

は
、
１０
月
２２
日
に
東
京

都
で
開
催
さ
れ
る
第
６６

回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

の
場
で
行
う
他
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
機
関

誌
「
漁
港
漁
場
」
、
全

国
漁
港
海
岸
防
災
協
会

発
行
の
「
は
ま
べ
交
信
」
で

発
表
す
る
。

第
１４
回
全
国
漁
港
漁
場
整

備
技
術
研
究
発
表
会
が
、
来

る
１０
月
２７
日
（
火
）
及
び
２８

日
（
水
）
の
２
日
間
、
静
岡

県
静
岡
市
の
「
ア
ゴ
ラ
静
岡

し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ア
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
。こ

の
発
表
会
は
、
水
産
庁
、

静
岡
県
及
び
（
公
社
）
全
国

漁
港
漁
場
協
会
の
共
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
初

日
が
研
究
発
表
会
、
２
日
目

が
現
地
見
学
と
な
っ
て
い

る
。初

日
の
発
表
会
で
は
、
基

調
講
演
を
は
じ
め
一
般
発
表

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

２
日
目
の
現
地
見
学
は
、

福
田
漁
港
と
焼
津
市
の
水
産

施
設
を
見
学
す
る
予
定
で
あ

る
。申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
整

備
課
よ
り
都
道
府
県
漁
港
漁

場
担
当
主
務
課
あ
て
、
当
協

会
よ
り
会
員
あ
て
連
絡
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
申
し
込
み

手
続
き
は
静
岡
県
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

必
要
経
費
は
、
テ
キ
ス
ト

代
３
、
５
０
０
円
、
現
地
見

学
代
６
、
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

（
一
社
）
岩
手
県
漁
港
漁

村
協
会
（
会
長
・
鈴
木
俊
一

衆
議
院
議
員
）
は
、
８
月
１０

日
～
１２
日
の
三
日
間
、
「
漁

港
検
診
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
漁
港
検
診
は
、
鈴
木

会
長
が
県
下
の
漁
港
、
漁
場

及
び
漁
村
整
備
を
行
っ
て
い

る
現
地
を
訪
問
し
、
市
町
村

長
、
漁
協
組
合
長
及
び
地
区

関
係
者
な
ど
多
く
の
関
係
者

の
参
加
の
下
で
、
県
、
市
町

村
の
担
当
者
か
ら
の
事
業
内

容
、
課
題
等
の
説
明
の
後
、

意
見
交
換
、
要
請
の
聴
取
等

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
の
検
診
は
、
平
成

２３
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
災
害

復
旧
等
状
況
調
査
と
し
て
１２

市
町
村
の
２４
の
漁
港
に
つ
い

て
実
施
し
た
。

現
地
に
お
い
て
は
、
大
津

波
に
よ
る
被
災
か
ら
の
災
害

復
旧
事
業
の
状
況
及
び
今
後

の
復
旧
・
復
興
対
策
の
見
通

し
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。
今
年
は

猛
暑
が
続
く
中
、
地
元
漁
業

者
を
始
め
、
地
元
の
首
長
や

市
町
村
議
会
議
員
及
び
県
議

会
議
員
な
ど
、
多
く
の
関
係

者
が
参
加
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
お
い

て
鈴
木
会
長
か
ら
、
復
旧
状

況
に
つ
い
て
の
感
想
と
と
も

に
「
こ
れ
ま
で
岩
手
県
水
産

業
の
再
生
の
た
め
被
災
し
た

全
て
の
漁
港
を
復
旧
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
や
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
現
時

点
に
お
け
る
漁
港
施
設
の

復
旧
は
、
被
災
し
た
１
０

８
漁
港
の
全
て
に
お
い
て

本
格
的
な
復
旧
工
事
に
着

工
し
て
お
り
、
５４
漁
港
が

完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、

海
岸
保
全
施
設
は
、
対
象

の
５３
地
区
の
う
ち
４６
地
区

で
本
格
着
工
し
、
３
地
区

で
完
了
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

こ
の
復
旧
を
急
が
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は

他
県
で
展
開
し
て
い
る
長
期

計
画
に
沿
っ
た
整
備
も
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
協
会
と

し
て
も
一
日
も
早
い
復
興
・

再
生
と
と
も
に
新
し
い
視
点

に
立
っ
た
水
産
業
の
振
興
、

漁
村
の
活
性
化
等
に
向
け
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
で

理
解
と
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
出
席
し

た
市
町
村
長
、
漁
協
関
係
者

か
ら
は
、
漁
港
な
ど
の
復
旧

の
目
処
が
立
ち
つ
つ
あ
る
な

か
で
、
水
産
業
、
漁
村
の
こ

れ
か
ら
の
あ
り
方
等
を
踏
ま

え
、
震
災
前
か
ら
抱
え
る

種
々
の
課
題
解
決
に
向
け
て

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
と

の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

一
般
社
団
法
人
大
分
県
漁

港
漁
場
協
会
（
会
長
・
藤
本

昭
夫
姫
島
村
長
）
は
、
大
分

県
漁
港
漁
村
整
備
課
・
水
産

振
興
課
と
の
共
催
に
て
、
８

月
２７
日
、
水
産
会
館
（
５
階

ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、
漁
港

・
漁
場
の
整
備
等
を
担
当
す

る
県
職
員
、
市
町
村
職
員
の

技
術
の
研
鑽
、
情
報
の
共
有

を
目
的
と
し
た
平
成
２７
年
度

漁
港
漁
場
担
当
者
研
修
会
を

開
催
し
た
。

研
修
会
は
、
大
分
県
農
林

水
産
部
漁
港
漁
村
整
備
課

倉
橋
課
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
来
賓
講
師
と
し
て
水
産

庁
整
備
課
設
計
班
の

中
村
係
長
に
よ
る

「
漁
港
・
漁
場
の
施

設
の
設
計
参
考
図

書
」
に
つ
い
て
、
整

備
課
企
画
班
の
佐
々

木
係
長
に
よ
る
「
水

産
基
盤
施
設
機
能
保

全
策
定
の
手
引
き
」

及
び
「
水
産
基
盤
施

設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
つ
い
て
の
講
義
が

行
わ
れ
た
。

ま
た
県
の
漁
港
・
漁
場
及

び
海
岸
等
の
担
当
者
か
ら
、

関
係
す
る
課
題
、
事
業
の
整

備
方
針
や
実
施
方
法
、
注
意

事
項
、
施
設
の
管
理
に
関
す

る
こ
と
な
ど
の
講
義
が
あ
っ

た
。出

席
者
は
、
県
・
市
町
村

の
漁
港
漁
場
を
担
当
す
る
職

員
６０
名
で
、
新
し
い
漁
港
・

漁
場
の
設
計
基
準
や
水
産
基

盤
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、

漁
港
・
漁
場
、
海
岸
に
関
す

る
設
計
、
管
理
等
の
講
義
内

容
を
熱
心
に
聴
講
し
て
い

た
。
最
後
に
、
大
分
県
農
林

水
産
部
水
産
振
興
課

窪
田

課
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
研
修

会
は
終
了
し
た
。

研
修
終
了
後
は
別
会
場
に

て
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

た
。演

題
と
講
師
は
次
の
と
お

り
。
（
敬
称
略
）

※
「
漁
港
管
理
」
に
つ
い
て

漁
港
漁
村
整
備
課
管
理
予
算

班

主
幹

生
野
耕
太
郎

※
「
海
岸
漂
着
物
地
域
対
策

推
進
事
業
」
に
つ
い
て

廃
棄
物
対
策
課
一
般
廃
棄
物

班

主
査

永
藪
泰
央

※
「
流
木
等
被
害
対
策
緊
急

防
除
事
業
」
に
つ
い
て

漁
業
管
理
課
団
体
流
通
班
副

主
幹

大
石
隆
史

※
「
漁
場
整
備
事
業
」
に
つ

い
て

水
産
振
興
課
漁
場
整
備
班

主
査

三
ヶ
尻
孝
文

※
「
漁
港
及
び
海
岸
施
設
の

設
計
積
算
及
び
技
術
上
の
基

準
の
取
決
め
」
に
つ
い
て

漁
港
漁
村
整
備
課
建
設
班

主
幹

園
田
忠
行

※
「
漁
港
潮
位
見
直
し
」
に

つ
い
て

漁
港
漁
村
整
備
課
建
設
班

主
任

櫻
井
靖

※
「
大
分
県
海
岸
保
全
基
本

計
画
の
改
訂
」
に
つ
い
て

港
湾
課
港
湾
環
境
班

主
査

難
波
崇

※
「
漁
港
・
漁
場
の
施
設
の

設
計
参
考
図
書
」
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
整

備
課
設
計
班

漁
港
基
準
係

長

中
村
浩
介

※
「
水
産
基
盤
施
設
機
能
保

全
計
画
策
定
の
手
引
き
」

「
水
産
基
盤
施
設
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
整

備
課
企
画
班

企
画
係
長

佐
々
木
真
一
郎

８
月
６
日
（
木
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会
長
は

香
川
県
へ
出
張

８

月

９

日

（
日
）

全
国
漁
港
漁

場
協
会
橋
本
会
長
は
岩
手
県
へ
出
張

８
月
１９
日
（
水
）

三
重
県
漁
港
漁
場
協
会
長
（
津
市

長
）
前
葉
泰
幸
氏
、
津
市
政
策
財
務

部
東
京
事
務
所
長
小
柴
勝
司
氏

８
月
２４
日

（
月
）

全
国
漁
港

漁
場
協
会
橋

本
会
長
は
佐
賀
県
へ
出
張

８
月
３１
日
（
月
）

須
崎
市
長
楠
瀬
耕
作
氏

第
１４
回

聞聞
きき
書書
きき
甲甲
子子
園園
開開
会会
式式

�������	
� �
�

都
内
で
開
催
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も

自
８
月
１
日

開開
催催
案案
内内

漁漁
港港
往往
来来

至
８
月
３１
日

第
１４
回
全
国
漁
港
漁
場

整
備
技
術
研
究
発
表
会

平成２７年度

大分県漁港漁場担
当者研修会開催

開会式の様子

関係者６０名が参加

漁
港
漁
場
漁
村
海
岸
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

厳正に審査した

審
査
委
員
会
を
開
催

漁 港 漁 場 月 報

～岩手県漁港漁村協会～

「「漁漁港港検検診診」」
をを実実施施

漁港検診の様子
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